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C O N T E N T S

組合員92社からなる組合の設立から
事務局として活躍されている李さん。当
初は中国人研修生への指導を担当して
いました。
「同じ中国人といっても生まれ育った
省によって食べ物やことば、習慣など全
く違います。物事をうまく伝えるのに苦
労しましたが、だんだんと日本に慣れ仕
事の楽しさややりがいを感じていく研修
生たちの姿を見ていると、とても嬉しく
なります」。
その仕事ぶりは上司からの信頼も厚

く、現在は経理部長を任されています。
「責任ある仕事を任せていただきとて
も光栄です。期待に沿えるようこれから
もがんばっていきたいです。また、日本と
中国の架け橋としてそれぞれの良さ、魅
力をもっと伝えていければと思います」。
好物はお寿司。
「日本に来たばかりの頃は、ご飯とお
酢が混ざっているなんて考えられなく
て。でも食べてみるとおいしくて今は大
好物です」。　
静岡での暮らしも10年が経ちました。
「海も近くて食べ物もおいしいです
し、気候も穏やか。なんといっても人がい
いですね。親切な方が多く、とても住み
やすいです」。
すっかり日本の暮らしに慣れ仕事も

プライベートも充実している李さん。終
始明るいえがおが絶えませんでした。
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�中小企業静岡 2011.2

中小製造業の業況と「円高」「デフレ」の
影響等に関する緊急調査

全国中小企業団体中央会では、中小企業基盤整備機構と共同で、現在の日本経済の抱える二つの大きな
問題である「円高」と「デフレ」が、中小製造業にどれだけ影響を与えているかについて、都道府県中央会
の協力を得て緊急調査を行った。
対象は、都道府県中央会の会員組合に所属する中小企業（製造業）600社。
平成22年11月下旬から12月上旬にかけ、都道府県中央会を通じて調査票を配付。有効回答数は563
社（回答率93.8％）だった。

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

☝
現
在
の
経
営
上
の
大
き
な
問
題
点
と
し
て
約
八

割
の
企
業
が「
景
気
低
迷
に
よ
る
需
要
減
」、五

割
が「
売
上
単
価
の
上
昇
難
」を
あ
げ
た
。

「
円
高
の
影
響
」を
あ
げ
た
企
業
は
全
体
で
は
約

三
割
だ
が
、直
接
あ
る
い
は
間
接
的
な
輸
出
品

が
あ
る
企
業
で
は
約
五
割
に
の
ぼ
る
。

☝
約
六
割
の
企
業
が
昨
今
の
円
高
に
よ
り「
悪
い

影
響
が
あ
る
」と
回
答
。直
接
あ
る
い
は
間
接
的

な
輸
出
品
が
あ
る
企
業
で
は
約
八
割
が「
悪
い

影
響
が
あ
る
」と
し
て
い
る
。輸
出
品
が
あ
る

企
業
の
方
が
、な
い
企
業
よ
り
も
悪
い
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

☝
約
五
割
の
企
業
が「
円
高
に
よ
る
悪
い
影
響
」の

要
因
は「
取
引
先
の
輸
出
数
量
減
少
の
影
響
で

受
注
量
が
減
少
し
た
」「
円
高
を
理
由
に
発
注
元

か
ら
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
請
が
強
ま
っ
た
」と
回

答
。円
高
は
取
引
先
の
行
動
を
通
じ
て
中
小
製

造
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。

☝
製
品
単
価
が
、前
年
に
比
べ
て「
下
が
っ
て
い

る
」と
の
回
答
は
約
六
割
弱
。う
ち
二
割
の
企
業

は
、一
割
以
上
価
格
が
低
下
し
た
と
し
て
い
る
。

☝
単
価
低
下
の
理
由
は「
顧
客
や
発
注
元
か
ら
の

要
求
を
受
け
入
れ
た
」企
業
が
約
六
割
、「
競
争

相
手
の
単
価
や
世
間
相
場
に
追
随
し
た
」企
業

も
約
三
割
あ
る
。

☝
製
品
単
価
の
低
下
に「
円
高
が
関
係
し
て
い
る
」

と
す
る
企
業
は
六
割
弱
。直
接
あ
る
い
は
間
接

的
な
輸
出
が
あ
る
企
業
で
は
七
割
を
超
え
る
。

中
小
企
業
の
概
況
と
経
営
上
の
問
題
点

二
〇
一
〇
年
を
振
り
返
っ
て
の
業
況

二
〇
一
〇
年
を
振
り
返
っ
て
の
業
況
に
つ
い
て

は
、約
半
数
の
企
業（
五
〇
．六
％
）が「
悪
か
っ
た
」

と
回
答
。「
良
好
で
あ
っ
た
」と
の
回
答
は
一
割
強

（
一
三
．五
％
）に
過
ぎ
な
か
っ
た（
図
表
①
）。

現
在
の
大
き
な
経
営
上
の
問
題
点

現
在
の
経
営
上
の
問
題
点（
複
数
回
答
）は
、全

体
で
は「
景
気
低
迷
に
よ
る
需
要
減
」と
の
回
答

が
七
九
．二
％
で
最
多
。こ
れ
に「
売
上
単
価
の
上

昇
難
」（
五
二
．六
％
）、「
原
材
料
の
高
騰
」（
三
六
．

二
％
）、「
人
件
費
・
固
定
費
の
負
担
増
」（
三
二
．

五
％
）、「
円
高
の
影
響
」（
二
九
．八
％
）と
続
く
。

輸
出
品
が
あ
る
企
業
で
は「
景
気
低
迷
に
よ
る

需
要
減
」を
あ
げ
る
企
業
は
、七
六
．九
％
と
全
体

と
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
が
、次
い
で「
円
高
の
影 

響
」が
四
九
．〇
％
と
高
く
な
っ
て
い
る（
図
表
②
）。

特集

50.6%

0.5%
13.5%

35.3%

良好であった

良くも悪くも
なかった

悪かった

無回答

図表① 2010年を振り返っての業況　　
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� 中小企業静岡 2011.2

円
高
の
中
小
企
業
へ
の
影
響

現
在
の
円
高
の
経
営
へ
の
影
響

円
高
の
進
行（
調
査
時
点
約
八
二
円
＝
一
ド
ル
）

に
よ
る
経
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、四
五
．八
％
の

企
業
が「
悪
い
影
響
が
あ
る
」（「
極
め
て
悪
い
影
響

が
あ
る
」＋「
悪
い
影
響
が
あ
る
」。以
下
、同
じ
）と

回
答
。

「
良
い
影
響
と
悪
い
影
響
が
あ
る
」と
回
答
し
た

企
業
一
四
．四
％
も「
悪
い
影
響
を
受
け
て
い
る
」

と
と
ら
え
る
と
、何
ら
か
の
悪
い
影
響
が
あ
る
企

業
は
六
割
を
超
え
る
。

一
方
、「
良
い
影
響
が
あ
る
」（「
極
め
て
良
い
影

響
が
あ
る
」＋「
良
い
影
響
が
あ
る
」。以
下
、同
じ
）

と
の
回
答
は
六
．一
％
と
一
割
に
も
満
た
な
い
。

良
い
影
響
の
ほ
と
ん
ど
は「
輸
入
原
材
料
コ
ス
ト

の
低
下
」で
あ
る
。「
特
に
影
響
は
な
い
」と
回
答
し

た
企
業
は
三
三
．二
％
で
あ
っ
た（
図
表
③
︲
₁
）。

直
接
あ
る
い
は
間
接
的
に
製
品
を
輸
出
し
て
い

る
企
業（
輸
出
品
あ
り
企
業
）と
、輸
出
し
て
い
る

製
品
・
半
製
品
は
無
い
企
業（
輸
出
品
な
し
企
業
）

で
分
け
る
と
、輸
出
品
あ
り
企
業
の
六
五
．六
％
が

「
悪
い
影
響
が
あ
る
」と
回
答
。「
良
い
影
響
と
悪
い

影
響
が
あ
る
」と
の
回
答
を
含
め
る
と
、悪
い
影
響

が
あ
る
企
業
は
八
一
．五
％
に
な
る（
図
表
③
︲
₂
）。

一
方
、輸
出
品
な
し
企
業
で
は「
悪
い
影
響
が
あ

る
」と
回
答
し
た
企
業
は
一
九
．六
％
、「
良
い
影
響

が
あ
る
」と
回
答
し
た
企
業
も
九
．三
％
に
過
ぎ

な
い
。「
特
に
影
響
が
な
い
」と
い
う
回
答
は
六
〇
．

六
％
で
あ
っ
た（
図
表
③
︲
₃
）。

悪
い
影
響
と
良
い
影
響
を
含
め
、円
高
が
経
営

に
影
響
を
与
え
た
時
期
は
、昨
年（
二
〇
〇
九
年
）

か
ら
が
三
四
．六
％
、今
年（
二
〇
一
〇
年
）の
初
め

か
ら
が
一
八
．二
％
と
昨
年
及
び
今
年
の
初
め
か

ら
既
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
答
え
た
企
業
が
半

数
を
超
え
た（
今
年
の
中
頃（
五
～
八
月
）は
二
四
．

四
％
、後
半（
九
月
以
降
）は
一
八
．〇
％
）。な
お
、

輸
出
品
あ
り
企
業
と
輸
出
品
な
し
企
業
と
の
間
で

は
大
き
な
差
異
は
み
ら
れ
な
か
っ
た（
図
表
④
︲

₁
～
₃
）。

組合活性化情報
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迷
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6.5 4.15.3 4.5 6.25.7 4.5 6.75.5 4.2
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合計
輸出品あり企業

輸出品なし企業
32.532.5 29.929.9

中小製造業の業況と｢円高｣、｢デフレ｣の影響等に関する緊急調査

　　　図表② 現在の大きな経営上の問題点（3項目以内複数回答）

33.2%

0.5%
16.0%

29.8%

極めて悪い
影響がある

悪い影響がある

特に影響はない

0.2%

極めて良い
影響がある

5.9%
良い影響がある

14.4%
良い影響と悪い影響がある

無回答

図表③-1 現在の円高水準の経営への影響
全　体

60.6%

1.0% 4.1%

15.5%

極めて悪い影響がある

悪い影響
がある

特に影響はない

0.5%
極めて良い影響がある

8.8%
良い影響がある

9.3%
良い影響と悪い影響がある

無回答

14.6%

0.3%

25.0%

40.6%

極めて悪い
影響がある

悪い影響がある

特に影響
はない

0.0%
極めて良い影響がある

3.6%
良い影響がある

15.9%

良い影響と
悪い影響がある

無回答

60.6%

1.0% 4.1%

15.5%

極めて悪い影響がある

悪い影響
がある

特に影響はない

0.5%
極めて良い影響がある

8.8%
良い影響がある

9.3%
良い影響と悪い影響がある

無回答

14.6%

0.3%

25.0%

40.6%

極めて悪い
影響がある

悪い影響がある

特に影響
はない

0.0%
極めて良い影響がある

3.6%
良い影響がある

15.9%

良い影響と
悪い影響がある

無回答

　　　　図表③-2 輸出品あり企業図表③-3 輸出品なし企業　

 現在の円高水準の経営への影響
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円
高
が
経
営
に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
る
要
因

円
高
が
経
営
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
と
す
る

企
業（「
極
め
て
悪
い
影
響
が
あ
る
」＋「
悪
い
影
響

が
あ
る
」＋「
良
い
影
響
と
悪
い
影
響
が
あ
る
」）に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
か

を
み
る
と「
取
引
先
の
輸
出
数
量
減
少
の
影
響
で

受
注
量
が
減
少
し
た
」（
四
七
．二
％
）、「
円
高
を
理

由
に
発
注
元
か
ら
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
請
が
強
ま
っ

た
」（
四
六
．九
％
）、「
取
引
先
の
生
産
品
目
の
海

外
シ
フ
ト
に
よ
り
受
注
量
が
減
少
し
た
」（
三
七
．

五
％
）が
全
体
で
の
上
位
三
項
目（
複
数
回
答
）。

輸
出
品
が
な
い
企
業
で
は「
低
価
格
輸
入
品
の

増
加
で
自
社
製
品
の
値
下
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
」「
自
社
製
品
と
競
合
す
る
輸
入
品
の
増
加
で
販

売
数
量
が
減
少
」「
円
高
を
理
由
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

要
請
」の
三
項
目
で
三
〇
．四
％
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
円
高
の
影
響
と
影
響
が
現
れ
る
時
期

現
在
の
円
高
が
経
営
に
対
し「
特
に
影
響
は
な

い
」と
回
答
し
た
企
業（
一
八
七
社
）の
今
後
の
影

響
は「
良
い
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
」が
二
．七
％
、

「
悪
い
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
」が
二
一
．四
％
、「
今

後
も
影
響
は
な
い
で
あ
ろ
う
」が
二
四
．六
％
と

な
っ
て
い
る（
図
表
⑥
）。

「
今
後
悪
い
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
」と
す
る
企
業

の
影
響
が
出
そ
う
な
時
期
は「
年
内
」（
二
〇
一
〇

年
）が
一
二
．五
％
、来
年（
二
〇
一
一
年
）初
め
頃

か
ら
が
四
二
．五
％
、来
年
の
中
頃
か
ら
が
二
五
．

〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

4.0%

0.8%

その他

18.0%

�010年の後半
（9月以降）から

24.4%

�010年の中頃
（�～8月）から

18.2%

�010年の初め頃
（1～�月）から

34.6%
�009年から

無回答

3.8%

0.8%

その他

19.1%

�010年の後半
（9月以降）から

23.7%

�010年の中頃
（�～8月）から

18.3%

�010年の初め頃
（1～�月）から

34.4%
�009年から

無回答

5.4%

1.4%

その他

14.9%

�010年の後半
（9月以降）から

25.7%

�010年の中頃
（�～8月）から

21.6%

�010年の初め頃
（1～�月）から

31.1%
�009年から

無回答

4.0%

0.8%

その他

18.0%

�010年の後半
（9月以降）から

24.4%

�010年の中頃
（�～8月）から

18.2%

�010年の初め頃
（1～�月）から

34.6%
�009年から

無回答

3.8%

0.8%

その他

19.1%

�010年の後半
（9月以降）から

23.7%

�010年の中頃
（�～8月）から

18.3%

�010年の初め頃
（1～�月）から

34.4%
�009年から

無回答

5.4%

1.4%

その他

14.9%

�010年の後半
（9月以降）から

25.7%

�010年の中頃
（�～8月）から

21.6%

�010年の初め頃
（1～�月）から

31.1%
�009年から

無回答

16.1

47.2
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無
回
答

そ
の
他

競
合
輸
入
品
の
増
加
で

販
売
数
量
が
減
少

低
価
格
輸
入
品
の

増
加
で
値
下
げ
を

海
外
メ
ー
カ
ー
と
の

価
格
競
争
力
の
低
下

円
高
を
理
由
に

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
請

廃
業
や
海
外
移
転
で

受
注
量
が
減
少

取
引
先
の
海
外
シ
フ
ト
で

受
注
量
が
減
少

取
引
先
の
輸
出
減
少
で

受
注
量
が
減
少

（％）
57.0

16.1

47.2
41.4

26.8

37.5

15.9
8.9

14.7

51.0

30.4

46.9

24.3

3.6

18.9 18.3

30.4

21.5

12.7

30.4

15.9
9.6

23.2

13.3

2.8 3.63.8

全体
輸出品あり企業

輸出品なし企業

　　　図表⑤ 円高が悪い影響を与えている要因（複数回答）

47.6%

3.7% 2.7%

24.6%

良い影響があるだろう

今後も影響は
ないであろう

21.4%

悪い影響が
あるだろう

わからない

無回答

図表⑥ 今後の円高の影響　　　

  図表④-2 輸出品あり企業  図表④-3 輸出品なし企業

円高が経営に影響を与えた時期

　図表④-1 全　体
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想
定
為
替
レ
ー
ト
／
採
算
為
替
レ
ー
ト

対
米
ド
ル
の
想
定
レ
ー
ト
に
つ
い
て
回
答
が

あ
っ
た
一
〇
二
企
業
の
う
ち
、最
も
多
か
っ
た
の

が
八
五
円（
二
七
社
・
二
六
．五
％
）。こ
れ
に
九
〇

円（
二
三
社
・
二
二
．五
％
）、一
〇
〇
円（
一
二
社
・

一
一
．八
％
）、八
二
円（
一
一
社
・
一
〇
．八
％
）と

続
く
。平
均
は
八
九
．三
円
で
あ
っ
た
。

対
米
ド
ル
の
採
算
レ
ー
ト
は
、回
答
企
業
一
〇

七
社
の
う
ち
、九
五
円
が
二
八
社（
二
六
．二
％
）で

最
多
。次
い
で
九
〇
円（
二
四
社
・
二
二
．四
％
）、一

〇
〇
円（
一
六
社
・
一
五
．〇
％
）、八
五
円（
六
社
・

五
．六
％
）。平
均
は
九
三
．八
円
で
あ
っ
た
。

中
小
製
造
業
の
製
品
単
価
の
動
向

製
品
単
価
の
変
動
と
低
下
割
合

製
品
単
価（
前
年
同
時
期
比
）は「
下
が
っ
て

い
る
」が
五
四
．九
％
、「
変
わ
ら
な
い
」が
三
八
．

〇
％
、「
上
が
っ
て
い
る
」が
六
．六
％（
図
表
⑦
）。

製
品
単
価
が「
下
が
っ
て
い
る
」企
業
の
低
下
割

合
は
、三
％
～
五
％
未
満
が
二
八
．二
％
で
ト
ッ

プ
。こ
れ
に
五
％
～
一
〇
％
未
満
二
七
．八
％
、

三
％
未
満
二
一
．〇
％
と
続
く
。二
〇
％
以
上
と
回

答
し
た
企
業
も
四
．二
％
あ
っ
た（
図
表
⑧
）。

単
価
低
下
の
原
因
・
理
由
、
円
高
と
の
関
連

製
品
単
価
の
低
下
の
原
因
・
理
由
は「
顧
客
や
発

注
元
か
ら
の
要
求
を
受
入
れ
た
」が
六
一
．八
％
と

多
数
を
占
め
た
。

輸
出
品
あ
り
企
業
で
は「
顧
客
や
発
注
元
か
ら

の
要
求
を
受
入
れ
た
」が
七
二
．六
％
で
あ
る
一
方
、

輸
出
品
な
し
企
業
で
は「
競
争
相
手
の
単
価
や
世

間
相
場
に
追
随
」が
三
九
．〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

業
種
別
に
製
品
の
単
価
低
下
の
原
因
・
理
由
を

み
る
と
、機
械
器
具
・
電
子
部
品
で「
顧
客
や
発
注

元
の
要
求
を
受
入
れ
た
」が
七
二
．五
％
と
他
の
業

種
に
比
べ
高
い
。

一
方
、「
化
学
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、パ
ル
プ
・
紙
」や

「
木
材
・
木
製
品
、窯
業
・
土
石
、印
刷
、そ
の
他
」で

は「
競
争
相
手
の
単
価
や
世
間
相
場
に
追
随
」が
そ

れ
ぞ
れ
三
八
．一
％
、四
四
．八
％
と
な
っ
て
い
る

（
図
表
⑨
）。

製
品
単
価
の
低
下
と
円
高
の
関
係
に
つ
い
て

は
、輸
出
品
あ
り
企
業
で
は
七
一
．五
％
が
、輸
出

品
な
し
企
業
で
も
三
二
．〇
％
が
、円
高
と
製
品
単

価
の
低
下
が「
関
係
し
て
い
る
」と
し
て
い
る
。

ま
た
、輸
出
品
な
し
企
業
で
は
、円
高
と
製
品
単

価
の
低
下
と
は「
関
係
が
な
い
」と
回
答
し
た
企
業

が
四
〇
．〇
％
あ
っ
た（
図
表
⑩
）。

組合活性化情報

54.9%38.0%
下がっている変わらない

6.6%

0.5%

54.9%38.0%
下がっている変わらない

上がっている

無回答

図表⑦  主力製品単価の前年の 
今頃と比べた変動

4.2%

0.6%

21.0%

28.2%

�％未満

�％以上�％未満

21.0%

28.2%

�％未満

�％以上�％未満

�0％以上

7.8%

1�％以上
�0％未満

10.4%

10％以上
1�％未満

27.8%
�％以上10％未満

無回答

図表⑧  主力製品単価の前年と 
比べた｢低下｣割合

48.2 44.8 5.2

57.1

72.5

66.2

50.9

61.8 29.4 1.3 1.9
1.34.2

28.3 3.8 9.4 5.7

27.9

21.1

38.1 4.8

1.7

0.9
2.8

1.8

0.9

1.5
2.9

1.9

1.5

48.2 44.8 5.2

57.1

72.5

66.2

50.9

61.8 29.4 1.3 1.9
1.34.2

28.3 3.8 9.4 5.7

27.9

21.1

38.1 4.8

1.7

0.9
2.8

1.8

0.9

1.5
2.9

1.9

1.5

0 20 40 60 8010 30 50 70 90 100

合計

顧客や発注元からの要求を受けた
競争相手の単価や世間相場に追随
競争相手の単価や世間相場を先取り
材料や仕入等の原価変動を反映

その他
無回答

（％）
木材・木製品、

窯業・土石、印刷、
その他

化学・プラスチック、
パルプ・紙

機械器具・
電子部品

鉄鋼・
金属同製品

食料品、
繊維工業

図表⑨  業種別にみた主力製品単価の主な「低下」 
原因・理由

0.3%

0.6%

71.5%

32.0%
40.0%

28.0%13.4%

23.6%

20.4%
14.5%

55.7%

輸出なし企業

輸出あり企業

0.3%

0.6%

71.5%

32.0%
40.0%

28.0%13.4%

23.6%

20.4%
14.5%

55.7%

円高が関係している

円高は関係していない

わからない

無回答

輸出なし企業

輸出あり企業

図表⑩  単価の｢低下｣と｢円高｣との 
関係

中小製造業の業況と｢円高｣、｢デフレ｣の影響等に関する緊急調査
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組合活性化情報

■原料をはじめ、大豆油、でん粉などの副原料は、ほとんど全て世
界中からの輸入で賄っているのが現状。しかし中国の買いが強く

（中国は政府が買い付けしている）、いくら円高になってもメリッ
トが出ず、逆に値上がりしている。一方スーパーなどの小売は、 
円高を大義名分に安売り競争をするため、売上が伸びず利益も出
ないのが現状。このような中小の悩みを国は理解しているのだろ
うか？（食料品：宮城県）

■出荷のほとんどが国内向けで、主原料である米も全量国産米の
ため、円高の直接的な影響はない。間接的には輸入原料を使用す
る資材等の価格が低下する可能性はある。しかし、円高から輸出
関連企業の業績が悪化し、国内景気が悪化すれば低価格志向が強
まり、品質優先で相対的に価格が高い当社製品の販売に悪影響を
及ぼす可能性がある。（食料品：宮城県）

■円高の割にはニッケル、銀、亜鉛などの原材料の価格が下がら
ないので、取引先のコストダウン要請で不採算品が増えている。
海外工場での取引はドルであり、円高が続いているため円になか
なか変更できない。資金繰りは今後厳しくなるだろう。（電気機械
･電子部品：宮城県）

■我々の使用原料である生糸は中国からの輸入糸だが、円高にも
かかわらず原料単価が昨年の50％以上値上がりしているため、輸
入面でのメリットが目立たない。このままでいくと「原料高の製
品安」になってしまう。また米国市場も日本製品から韓国、インド
等の安い織物に変わりつつある。（繊維：福島県）

■輸出型企業ばかりでなく、国内市場で欧米メーカーと競合して
いる我々のようなメーカーも、今回の円高で苦況に陥っているこ
とを理解してほしい。（電気機械･電子部品：福島県）

■ユーロ安に対して、競争力が無くなり苦慮している。ドルばか
りではなくユーロ（欧州市場）からも圧迫を受けている。（一般機
械：山形県）

■取引銀行から米ドル為替オプション取引（5年契約）を勧められ
た。当社の主要材料は高品質鋼板･鋼材であるが、120円／ドル
台の円安時に、鉄鉱石、コークス等が値上がりする中、リスクヘッ
ジとして契約した。現在80円台だが鉄鋼材は値下がりどころか
需給逼迫で高止まり。加えて為替差損まで生じ、リスクヘッジに
なっておらず、業績の足を引っ張っている状態だ。（輸送用機械器
具：富山県）

■①円高に伴い、今後取引先の生産が海外へシフトされた場合、
国内での生産がどこまで確保されるのか？（雇用がどこまで確
保されるのか？）②雇用の延長、新規採用等と上記①のバランス
がいつまで維持できるのか？（生産減の場合、雇用を確保しつつ、
休業とするのか？解雇とするのか？）（輸送用機械器具：静岡県）

■現状、円高や海外シフトに伴う直接の影響は無いが、新規案件
や量産品については、現地調達を視野に入れた設計やコスト検討
等が始まっている。（金属製品：京都府）

■円高が続く中、大企業は輸入部材の調達比率を高めることに注
力している。これら背景の一因にアジアの製品･加工スキルが高
まってきていることが挙げられる（日本人技術者、技能者が相当
関与している）。（電気機械･電子部品：京都府）

■円高により海外メーカーの価格競争力が向上し、得意先からコ
ストダウン要請が強まっている。グローバルな競争に勝てるよう
な政策があってほしい。たとえば、法人税制の見直し、円高抑制な
ど。（化学･プラスチック：岡山県）

■さらに円高状況が続けば、取引先は70円／ドル対策をしてくる
と思われる。そうなれば我々下請メーカーとして対応できなくな
り、廃業に追いこまれるのでは。（輸送用機械器具：広島県）

■輸入原材料（木材、鉄、金属）については、円高で安くなるはず
が、色々と理屈を付けて全く価格が下がらない。景気低迷による
仕事減を理由に見積り金額の半値を提示する傾向が当たり前に
なりつつある。（木材･木製品･家具：熊本県）

■業界全体が過当競争で、価格は暴落している。安ければ何でも
良いわけではなく、限界がある。今のままでは中小企業は無くな
り、大手メーカー系列だけが生き残ることになる。適正価格を求
む。（窯業･土石：宮城県）

■顧客からのコストダウン要請を受ければ大きな欠損、断れば工
場稼動が激減。加えて、設備の更新や新規採用の計画さえも難し
い現況。（金属製品：山形県）

■｢公共工事＝悪｣のイメージが強く需要減が深刻だ。予算減･景
気悪化の影響で発注額にも問題あり。デフレが激しく、利益が出
ない。（窯業･土石：神奈川県）

■海外輸入品のコスト安に連動し、日本製品のコスト引き下げに
受注の減少も重なっている。（金属製品：富山県）

■受注量こそリーマンショック以前の水準以上だが、売上げは
20％ほど下っている。（輸送用機械器具：石川県）

■円高で競争力を失っている一方、韓国の同業者がウォン安によ
る超安値で我々の市場を席巻しつつある。（化学･プラスチック：
兵庫県）

■主力製品の単価と原価の両面で原料市場価格に左右され、企業
努力でのコストダウンや値上げには限界がある。（化学･プラス
チック：高知県）

■不景気、デフレに円高が拍車をかける形となって、価格競争が
激化。収益率が下がっている。（食料品：鹿児島県）

■グローバルな経済競争が激しくなる中、国内製造業が活性化さ
れる政治的施策が必要だ。国による戦略の策定をお願いしたい。

（金属製品：栃木県）

■長期の景気低迷に円高が追い打ちした形でさらなる景況悪化
が進んでいる。ますますアジア諸国にものづくりが移転してい 
く中、縮小した国内市場でどう生き続けていくかが最大の課題。
異業種技術との連携、交流による新需要の創出、既存市場への高
度技術の提供等をはかるための補助制度を拡充して欲しい。（資
金、販路の支援、スピード化）（金属製品：神奈川県）

■円高問題（基軸通貨のドル不安）に尽きる。緊急雇用安定助成金
の制度は大変ありがたかった。（金属製品：新潟県）

■「メイドインジャパン」製品の国際競争力アップになるような
政策（法人税を下げる、ナフサ課税を止める 等）を追求してほし
い。（化学･プラスチック：京都府）

■円高により、国内産業の空洞化および景況感の悪化による消費
マインドの冷え込み、さらに国内産業の対外競争力や企業体力の
低下が懸念される。その対策として減税等の企業体力温存策、投
資、研究開発を促進させる施策、雇用を促進させる施策等を望む。

（機械部品：高知県）

■地元中小企業にお金がまわるような、幼児･小学生教育･支援
（例えば地産地消による食育など）など遠回りに思えても地道な
活動を支援して頂きたい。（食料品：鹿児島）

円高の影響

デフレ・製品単価の低迷 支援政策、政府への要望

調査回答企業からのコメント

23年02月号_本文.indd   6 11.2.2   1:32:54 PM



� 中小企業静岡 2011.2

23年02月号_本文.indd   7 11.1.24   3:24:22 PM



�中小企業静岡 2011.2

静岡労働局からのお知らせ

23年02月号_本文.indd   8 11.1.24   3:24:24 PM



� 中小企業静岡 2011.2

江
戸
時
代
の
代
官
屋
敷
の
建
築
様
式

を
今
に
伝
え
、国
の
重
要
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
る
菊
川
市
の
黒
田
家
屋
敷
。

昨
秋
、そ
の
貴
重
な
建
築
物
の
保
存
修

理
工
事
が
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
終
了
し

た
。手
が
け
た
の
は
、旧
小
笠
町
の
建
築
業

者
八
人
で
組
織
す
る
協
同
組
合
。理
事
長

と
し
て
、組
合
員
を
束
ね
て
采
配
を
振
る

い
、難
事
業
を
成
功
に
導
い
た
。

「
代
官
屋
敷
は
地
域
の
宝
。施
主
の
黒
田

家
も
、地
元
の
業
者
に
、と
の
意
向
だ
っ
た

の
で
、ぜ
ひ
組
合
で
受
注
し
た
か
っ
た
」。

文
化
財
で
あ
る
と
と
も
に
、今
も
人
が

生
活
を
営
む
代
官
屋
敷
。補
修
工
事
に
は
、

文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
の
指
導
の

下
、細
部
に
ま
で
精
緻
さ
が
求
め
ら
れ
た
。

「
協
会
と
の
初
顔
合
わ
せ
で
、担
当
者
が

開
口
一
番
”や
れ
る
ん
で
す
か”

。少
し
の

こ
と
で
は
落
ち
込
ま
な
い
私
が
、そ
の
晩
は

い
く
ら
酒
を
飲
ん
で
も
眠
れ
な
か
っ
た
」。

主
屋
や
米
蔵
、長
屋
門
な
ど
か
ら
成
る

代
官
屋
敷
は
、過
去
に
も
何
度
か
修
理
工

事
が
行
わ
れ
た
が
、い
ず
れ
も
単
独
の
建

物
が
対
象
。今
回
の
よ
う
に
四
棟
と
周
辺

の
建
築
物
を
同
時
に
修
復
す
る
、工
期
二

年
の
大
規
模
な
工
事
は
初
の
試
み
だ
。

工
事
は
、工
程
ご
と
に
協
会
と
打
ち
合

わ
せ
、許
可
を
得
て
は
じ
め
て
前
に
進
む

こ
と
が
で
き
る
。打
ち
合
わ
せ
の
結
果
を

組
合
員
に
伝
え
、工
法
や
部
材
を
確
認
、協

会
と
組
合
員
、施
主
を
結
び
、段
取
り
を
整

え
る
重
要
な
役
ど
こ
ろ
を
担
っ
た
。

傷
み
の
進
ん
だ
建
物
は
三
ヵ
月
か
け
て

い
っ
た
ん
解
体
。部
材
を
求
め
県
外
に
足

を
伸
ば
し
た
り
、土
壁
に
用
い
る
漆
喰
を
土

か
ら
練
り
上
げ
る
な
ど
、気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
作
業
を
一
つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
た
。

「
思
い
通
り
に
進
ま
ず
、肩
を
落
と
す
組

合
員
を
見
て
、何
度
落
ち
込
ん
だ
こ
と
か
。

そ
の
た
び
に
心
を
奮
い
立
た
せ
、仕
事
に

臨
み
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

と
き
に
は
自
ら
の
仕
事
を
犠
牲
に
し
て

ま
で
も
力
を
傾
け
た
成
果
は
大
き
か
っ
た
。

「
年
長
者
が
若
手
に
伝
統
工
法
を
教
え

た
り
す
る
な
ど
、組
合
の
結
束
は
一
段
と

強
ま
り
、技
術
の
伝
承
に
も
大
い
に
役

立
っ
た
」と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

「
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
の
は
、施
主
が
た

い
へ
ん
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
。苦
労
が
す

べ
て
吹
き
飛
ん
だ
。こ
れ
か
ら
も
組
合
を

挙
げ
て
屋
敷
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
」。

組
合
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
、地
域
の

若
手
職
人
に
声
を
か
け
る
な
ど
、組
合
へ

の
加
入
を
積
極
的
に
勧
誘
中
だ
。

「
魅
力
あ
る
仕
事
を
組
合
で
手
が
け
、若

者
を
取
り
込
み
た
い
」と
昨
年
、牧
之
原
市

の「
大
鐘
家
」の
保
存
修
理
工
事
も
受
注
。

”代
官
屋
敷”

で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル

に
活
か
し
た
事
業
の
新
機
軸
を
打
ち
出
す
。

高
校
時
代
は
、静
岡
市
の
強
豪
校
で

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と

め
、甲
子
園
出
場
ま
で
あ
と
一
歩
と
迫
っ

た
。三
年
間
の
寮
生
活
で
は
寮
長
を
務
め

る
な
ど
、十
代
か
ら
人
望
を
集
め
た
。

構
え
ず
、自
然
体
な
人
柄
で
年
齢
や
立

場
を
超
え
、周
囲
に
は
多
く
の
人
が
集
う
。

クローズアップインタビュー

協同組合小笠総合住建

鷲山雅一理事長

組合活性化情報

組合で重要文化財の
保存修理工事を受注
統率力を発揮し、
組合の結束高める

23年02月号_本文.indd   9 11.2.1   2:47:47 PM



10中小企業静岡 2011.2

Business Report 組合の動き

重
要
文
化
財
”代
官
屋
敷
“の

保
存
修
復
工
事
を
受
注

協
同
組
合
小
笠
総
合
住
建

国
の
重
要
文
化
財
（
重
文
）
に
指
定

さ
れ
て
い
る
菊
川
市
の
「
黒
田
家
代
官

屋
敷
」
で
二
年
間
に
及
ぶ
大
規
模
な
保

存
修
理
工
事
が
完
了
し
、
昨
年
一
二
月

一
一
日
、
一
二
日
の
二
日
間
、
一
般
向

け
の
見
学
会
が
開
か
れ
た
。

工
事
を
手
が
け
た
の
は
、
旧
小
笠
町

の
建
築
業
者
八
社
で
組
織
す
る
協
同
組

合
小
笠
総
合
住
建（
鷲
山
雅
一
理
事
長
）。

主
屋
、
米
蔵
、
長
屋
門
、
西
蔵
、
東
蔵
、

東
米
蔵
な
ど
複
数
の
建
物
か
ら
成
る
代

官
屋
敷
は
、
過
去
に
何
度
か
修
理
工
事

が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
単
独

の
建
物
を
修
理
し
た
も
の
。

今
回
の
工
事
は
、四
棟（
主
屋
、米
蔵
、

長
屋
門
、
西
蔵
）
の
修
復
に
加
え
、
通
用

門
や
板
塀
の
補
修
、
東
米
蔵（
重
文
未
指

定
）の
解
体
復
元
、
さ
ら
に
火
災
報
知
機

や
炎
感
知
器
の
設
置
な
ど
の
防
災
施
設

工
事
も
実
施
。
複
数
の
建
物
を
同
時
に

修
復
す
る
大
規
模
な
工
事
と
な
っ
た
。

工
事
は
、
国
宝
や
重
文
建
造
物
な
ど

貴
重
な
建
物
の
保
存
修
理

を
専
門
に
手
が
け
る
公
益

財
団
法
人
文
化
財
建
造
物

保
存
技
術
協
会
の
指
導
の

下
で
、
平
成
二
〇
年
一
一
月

か
ら
昨
年
一
〇
月
ま
で
の
二

年
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。

傷
み
の
激
し
い
米
蔵
は

三
ヵ
月
か
け
て
いっ
た
ん
す
べ

て
解
体
。
部
材
を
調
査
し

た
上
で
取
替
え
や
修
理
し

た
。
長
屋
門
は
茅
葺
き
や

壁
を
補
修
し
、
黒
田
家
の

人
々
が
生
活
す
る
主
屋
は
、

床
下
の
部
材
の
取
替
え
や

農
商
工
連
携
推
進
の
”
核
“
と
な
る

人
材
の
発
掘
や
育
成
を
進
め
よ
う
と
、

静
岡
県
中
央
会
の
主
催
で
昨
年
九
月
に

ス
タ
ー
ト
し
た
”
農
商
工
連
携
推
進
人

材
育
成
塾
“
が
、
す
べ
て
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
終
え
、
一
二
月
七
日
、
静
岡
市

内
で
閉
講
式
を
行
っ
た
。

同
塾
は
、
全
国
中
央
会
の
”
農
商
工

連
携
等
人
材
育
成
事
業
“
の
一
環
と
し

て
、
昨
年
度
に
続
き
開
講
。
農
林
漁
業

や
建
設
業
、
製
造
業
、
支
援
機
関
、
Ｉ

Ｔ
、
起
業
予
定
者
な
ど
幅
広
い
職
種
か

ら
二
四
人
が
受
講
し
た
。

講
座
は
、
一
三
日
間
七
六
．五
時
間

に
わ
た
り
実
施
。
受
講
者
は
、
中
小
企

業
経
営
や
商
品
開
発
、販
路
開
拓
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
な
ど
の
座
学
研
修
か

ら
、
農
林
水
産
業
の
現
場
で
の
実
地
研

修
ま
で
農
商
工
連
携
に
欠
か
せ
な
い
知

識
を
学
ん
だ
。
最
終
日
に
は
集
大
成
と

し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
提
示
す
る

チ
ー
ム
別
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
三
ヵ
月
間
の
成
果
を
披
露
し
た
。

規
定
の
単
位
を
取
得
し
た
受
講
生
に

は
、
中
央
会
の
岸
本
道
明
専
務
理
事
よ

り
、
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

修
了
証
が
交
付
さ
れ
た
受
講
者
で
、

希
望
す
る
者
は
、
専
門
家
と
し
て
全
国

中
央
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
人
材
リ
ス
ト

農
商
工
連
携
の
”核
“と
な
る
人
材
を
育
成

静
岡
県
中
央
会

鷲
山
理
事
長
は
、

「
年
長
の
組
合
員
が
若
手
に
伝
統
的

な
工
法
を
教
え
た
り
、
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
た
り
し
て
、
組
合
員
の
結
束
は
一

段
と
強
ま
っ
た
。
施
主
が
た
い
へ
ん
喜

ん
で
く
れ
た
こ
と
で
苦
労
も
吹
き
飛
ん

だ
。
今
後
も
組
合
が
責
任
を
も
っ
て
屋

敷
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

補
強
を
施
し
た
。

市
の
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
見
学

会
に
は
多
く
の
市
民
ら
が
訪
れ
、
施
工

を
担
当
し
た
組
合
員
が
説
明
す
る
修 

理
方
法
な
ど
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

見
学
会
の
二
日
間
に
限
り
、
主
屋
の

玄
関
の
間
や
客
座
敷
内
も
公
開
さ
れ
た
。

▲規定の単位を取得した受講生一人ひとりに修了証
書が手渡された（写真上）

　�チーム別プレゼンテーションで受講の成果を披露

▼�茅の葺き替えや傷んだ部材の取替えを行う組合員（写真左上、左下）。
　見違えるように修復された米蔵（同右下）。見学会で熱心に説明する組合員（同右上）
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創
立
四
〇
年
を
祝
う　世界

に
”静
岡
家
具
“を
発
信

静
岡
県
家
具
工
業
組
合

静
岡
県
家
具
工
業
組
合
（
石
田
裕
之

理
事
長
）
で
は
、
一
月
七
日
、
静
岡
市

の
グ
ラ
ン
デ
ィ
エ
ー
ル
ブ
ケ
ト
ー
カ
イ

で
創
立
四
〇
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

を
開
催
し
た
。

記
念
式
典
・
祝
賀
会
に
は
、
組
合
員

の
ほ
か
、
県
や
静
岡
市
な
ど
行
政
や
関

係
機
関
、
中
央
会
ら
来
賓
を
含
め
七
三

人
が
出
席
し
、
節
目
を
祝
っ
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
石
田
理
事
長
は
、

「
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
と

き
こ
そ
組
合
が
一
丸
と
な
っ
て
、
家
具

産
地
静
岡
を
盛
り
立
て
て
い
き
た
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
組
合
運

営
に
尽
力
さ
れ
た
歴
代
役
員
ら
に
対
す

る
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
石
田
理
事

長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

ま
た
、
組
合
の
歩
み
を
ま
と
め
た
ス

ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
、
四
〇
年
に
わ
た

る
組
合
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
。

同
組
合
は
、
昭
和
四
五
年
一
一
月
、

中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
県
内
の
家
具
製
造
業
者

一
一
四
社
で
設
立
。
全
国
で
も
有
数
の

産
地
見
本
市
と
し
て
高
い
知
名
度
を
誇

る
”シ
ズ
オ
カ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
メ
ッ
セ”

や

海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
た
国
際
感
覚

溢
れ
る
商
品
開
発
な
ど
を
通
じ
、
国
内

は
も
と
よ
り
世
界
に
”静
岡
家
具”

ブ

ラ
ン
ド
を
発
信
し
て
い
る
。

誰
も
が
使
い
や
す
く
、
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の

普
及
を　
Ｍ
Ｕ
Ｄ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

静
岡
県
印
刷
工
業
組
合

静
岡
県
印
刷
工
業
組
合
（
大
髙
正
利

理
事
長
）
主
催
の
”静
岡
県
メ
デ
ィ
ア

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト”

の
表
彰
式
が
、
昨
年
一
二
月
九
日
、

静
岡
市
内
で
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
を
は

じ
め
各
賞
に
輝
い
た
五
人
に
、
大
髙
理

事
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

メ
デ
ィ
ア
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
Ｍ
Ｕ
Ｄ
）
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
文
字
・

色
な
ど
に
工
夫
を
加
え
、
誰
も
が
使
い

や
す
く
、
見
や
す
い
メ
デ
ィ
ア
の
提
供

を
目
指
そ
う
と
、
印
刷
業
界
が
普
及
を

進
め
る
考
え
方
。

今
回
で
四
回
目
を
迎
え
る
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
部
門
と
自
由
部
門

で
行
わ
れ
、
学
生
を
含
む
四
三
点
の
応

募
が
あ
っ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
大
髙
理
事
長
は
、

「
四
回
目
を
迎
え
、
Ｍ
Ｕ
Ｄ
の
考
え
方

も
浸
透
し
て
き
た
が
、
さ
ら
に
多
く
の

組
合
員
が
関
心
を
も
つ
こ
と
で
、
い
っ

そ
う
の
普
及
に
つ
な
が
る
。
Ｍ
Ｕ
Ｄ
を

用
い
た
企
画
を
ど
ん
ど
ん
提
案
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

カ
レ
ン
ダ
ー
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
堀
江
綾
子
さ
ん
（
沼
津
情
報
・

ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
）
は
、

「
誰
も
が
同
じ
に
見
え
る
よ
う
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
幅
広
く
親
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、

デ
ザ
イ
ン
性
と
実
用

性
の
両
立
も
目
指
し

た
。
さ
ら
に
深
く
Ｍ

Ｕ
Ｄ
を
学
び
た
い
」

組合活性化情報

▼カレンダー部門（写真上）と自由部門の最優秀賞作品

▲あいさつする石田理事長

「
こ
ん
な
段
ボ
ー
ル
あ
っ
た
ら
い
い

な
、
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
イ
ン
テ
リ
ア

性
を
高
め
る
よ
う
心
が
け
た
。
配
色
だ

け
で
は
な
く
デ
ザ
イ
ン
に
も
ま
す
ま
す

磨
き
を
か
け
た
い
」
と
喜
び
を
表
し
た
。

と
抱
負
を
述
べ
た
。

引
越
し
用
の
段
ボ
ー
ル
紹
介
ポ
ス

タ
ー
で
自
由
部
門
の
最
優
秀
賞
と
な
っ

た
久
留
嶋
美
子
さ
ん
（
杉
山
メ
デ
ィ
ア

サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
）
は
、

大
き
な
財
産
。
こ
れ
を
ス
タ
ー
ト
に
、

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
農
商
工
連
携

を
は
じ
め
多
く
の
連
携
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

に
登
録
さ
れ
る
。

受
講
生
の
濱
田
祐
輔
さ
ん
（
起
業
準

備
中
）
は
、

「
多
く
の
仲
間
に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
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組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

主
催
者
を
代
表
し
て
佐
野
光
治
会
長
は
、

｢

か
つ
て
な
い
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
今
、我
々

は
、”相
互
扶
助”
”共
存
と
共
創”

と
い
っ
た
連

携
組
織
の
基
本
的
精
神
の
も
と
、農
商
工
連
携
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、Ｃ
Ｏ２

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
な

ど
、時
代
に
即
し
た
新
た
な
テ
ー
マ
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
。本
会
も
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
、組
合
や
中
小
企
業
の
発
展
の

た
め
、精
進
を
重
ね
て
い
く｣

と
決
意
を
述
べ
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
関
東
経
済
産

業
局
産
業
部
の
櫻
井
成
好
次
長
は
、

｢

景
気
は
上
向
き
基
調
に
あ
る
と
は
言
え
、
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。
国
で
は
雇
用
対
策

や
中
小
企
業
の
海
外
進
出
、
円
高･
デ
フ
レ
対
策

な
ど
の
施
策
を
切
れ
目
な
く
実
行
し
て
い
く
考
え

だ
。
中
央
会
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
を

展
開
し
、
よ
り
一
層
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
欲
し
い｣

と
期
待
を
込
め
た
。

つ
づ
く
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
須
田
慎
一
郎
氏
が
、日
本
経
済
の
現
状
と
今

後
の
展
望
を
語
っ
た
。

須
田
氏
は
、二
〇
〇
二
年
二
月
に
始
ま
っ
た

六
九
ヵ
月
に
及
ぶ
”い
ざ
な
み

4

4

4

4

景
気”

を
、

｢

戦
後
最
長
の
景
気
拡
大
期
と
い
わ
れ
た
が
、実

態
は
”実
感
な
き
好
景
気”

だ
っ
た｣

と
表
現
し
、 

｢

こ
の
期
間
の
実
質
経
済
成
長
率
は
、世
界
平
均

五
％
、欧
米
先
進
国
四
％
に
対
し
、日
本
は
二
．一 

％
に
と
ど
ま
っ
た｣

と
指
摘
。

｢

特
筆
す
べ
き
は
、成
長
率
の
六
一
％
を
自
動

車
、電
機
、機
械
の
輸
出
関
連
産
業
が
占
め
た
こ
と

だ
。高
度
成
長
期
の
”い
ざ
な
ぎ
景
気”

で
は
八
％
、

”バ
ブ
ル
景
気”

で
一
二
％
だ
っ
た
こ
と
と
比
べ

れ
ば
、い
か
に
外
需
が
こ
の
景
気
を
牽
引
し
た
か

が
理
解
で
き
よ
う｣

と
特
徴
付
け
た
。

さ
ら
に
所
得
上
昇
率
に
触
れ
、

｢

い
ざ
な
ぎ
景
気
で
は
一
一
五
％
、バ
ブ
ル
景
気

で
も
三
二
％
上
昇
し
た
所
得
が
”い
ざ
な
み”

期

間
中
に
は
、
〇
．八
％
と
減
少
し
た
。こ
の
背
景

に
は
、企
業
が
体
質
強
化
な
ど
を
目
的
に
利
益
を

内
部
留
保
し
た
た
め
、従
業
員
の
給
与
と
い
う
形

T O IP C S

２
０
１
１
年 

組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
・
新
春
賀
詞
交
歓
会

｢

過
去
の
成
功
体
験
捨
て
新
た
な
成
功
の
法
則
を｣

　
　
　

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

須
田
慎
一郎
氏
講
演

　

静
岡
県
中
央
会
主
催
に
よ
る
組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー・新
春
賀
詞
交
歓
会
が一
月
一二
日
、静
岡
市
の

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
会
員
組
合
や
関
係
団
体
な
ど
二
五
〇
人
の
出
席
の
も
と
、開
催
さ
れ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
須
田
慎
一
郎
氏
が
、日
本
経
済
の
現
状
と
展
望
を
語
っ
た
。

　

賀
詞
交
歓
会
で
は
、組
合
代
表
者
ら
が一
堂
に
会
し
、新
た
な
飛
躍
を
誓
い
合
っ
た
。

▲関東経済産業局
　櫻井産業部次長

▲�「過去の成功体験を捨て、新
たな成功の法則を」と須田氏
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で
の
利
益
配
分
が
進
ま
ず
、個
人
消
費
が
低
迷
し

た
こ
と
が
あ
る
。こ
れ
が
”実
感
を
伴
わ
な
い
景

気”

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ｣

と
分
析
し
た
。

こ
う
し
た
過
去
を
踏
ま
え
、今
後
の
日
本
経
済

に
は
産
業
構
造
の
大
転
換
が
必
要
で
あ
る
と
し
、

｢
バ
ブ
ル
景
気
以
前
の
成
功
体
験
は
役
に
立
た

な
い
ば
か
り
か
、有
害
で
す
ら
あ
る
。す
べ
て
を
ク

リ
ア
し
て
、二
〇
年
先
、三
〇
年
先
を
見
据
え
た
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
き
、新
た
な
成
功
の
法
則

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ｣

と
結
ん
だ
。

新
春
賀
詞
交
歓
会

二
五
〇
人
の
参
加
者
を
前
に
佐
野
会
長
は
、

｢

こ
の
場
で
多
く
の
出
会
い
や
連
携
が
生
ま
れ

る
こ
と
期
待
し
た
い
。一
年
の
始
ま
り
を
新
た
な

決
意
で
臨
も
う｣

と
呼
び
か
け
た
。

来
賓
の
岩
瀬
洋
一
郎
副
知
事
は
、

｢

県
で
は
国
な
ど
と
連
携
し
、景
気
対
策
に
最
優

先
で
取
り
組
ん
で
い
る
。今
年
の
干
支
で
あ
る
ウ

サ
ギ
の
よ
う
に
景
気
の
浮
揚
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い｣

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

天
野
進
吾
県
議
会
議
長
は
、

｢

重
苦
し
い
空
気
や
不
安
を
払
拭
し
、新
た
な
時

代
の
幕
開
け
と
し
た
い
。県
議
会
も
一
層
尽
力
を

し
て
い
く｣

と
述
べ
た
。

県
市
長
会
会
長
の
小
嶋
善
吉
静
岡
市
長
は
、

｢

こ
こ
に
集
っ
た
皆
が
連
携
し
、地
域
や
産
業
の

振
興
を
進
め
て
い
こ
う
。常
に
前
向
き
な
気
持
ち

で
挑
戦
し
続
け
よ
う｣

と
語
っ
た
。

続
い
て
、酒
樽
の
鏡
開
き
と
静
岡
県
商
店
街
振

興
組
合
連
合
会
の
増
田
恭
子
理
事
長
の
音
頭
に
よ

る
乾
杯
が
行
わ
れ
、出
席
者
は
、新
た
な
年
の
飛
躍

を
誓
い
合
っ
た
。

参
加
お
よ
び
参
加
申
し
込
み
頂
い
た

組
合･

関
係
団
体
（
順
不
同
）

【
会
員
組
合
】

長
泉
工
業
団
地
㈿ 

三
島
工
業
団
地
㈿ 

岳
南
第
一
製
紙
㈿ 

㈿
静
岡
県
中
小
企
業
労
務
協
会 

浄
蓮
の
滝（
協
業
） 

御
殿
場

市
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
㈿ 

静
岡
県
東
部
商
工
㈿ 

東
芝
機

械
協
力
㈿ 

沼
津
魚
仲
買
商
㈿ 

沼
津
設
計
監
理
㈿ 

沼
津
鉄

工
機
械
工
業
㈿ 

富
士
市
浮
島
工
業
団
地
㈿ 

富
士
地
区
貨
物
運
送
事
業
㈿ 

富
士
宮
鉄
工

団
地
㈿ 

三
島
広
小
路（
商
振
） 

静
岡
県
機
械

金
属
工
業（
協
連
） 

㈽
針
谷
建
築
事
務
所 

㈿

オ
ー
エ
フ
ジ
ー 

㈿
小
糸
製
作
所
協
力
会 

㈿

静
岡
県
中
小
企
業
調
査
研
究
機
構 

㈿
静
岡

専
門
店
会 
㈿
フ
ジ
エ
ダ
・
テ
ク
ノ
タ
ウ
ン 

㈿
焼
津
さ
か
な
セ
ン
タ
ー 

㈿
焼
津
水
産
加

工
セ
ン
タ
ー 

（
商
振
）静
岡
呉
服
町
名
店
街 

（
商
振
）七
間
町
名
店
街 
㈽
動
物
の
森 

㈿
島

田
計
器
部
品
セ
ン
タ
ー 
川
根
茶
業
㈿ 

関
東

自
動
車
共
済
㈿ 

清
水
工
業
団
地
㈿ 
清
水
港

木
材
産
業
㈿ 

清
水
港
木
材
団
地
㈿ 
清
水
地

区
建
設
事
業
㈿ 

清
水
物
流
サ
ー
ビ
ス
㈿ 
静

岡
一
般
廃
棄
物
処
理
業
㈿ 

静
岡
家
具
工
業

団
地
㈿ 

静
岡
機
械
金
属
工
業
団
地
㈿ 

静
岡

給
食
㈿ 

静
岡
県
印
刷

（工） 

静
岡
県
家
具

（工） 

静
岡
県
火
災
共

済
㈿ 

静
岡
県
学
校
給
食
パ
ン
㈿ 

静
岡
県
貨
物
運
送
㈿ 

静

岡
県
広
告
美
術
業
㈿ 

静
岡
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
㈿ 

静
岡

県
志
太
榛
原
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈿ 

静
岡
県
砂
利

（工） 

静
岡
県

重
機
建
設
業

（工） 

静
岡
県
商
工
㈿ 

静
岡
県
情
報
化
サ
ポ
ー
ト

事
業
㈿ 

静
岡
県
消
防
設
備
保
守
点
検
㈿ 

静
岡
県
醤
油
醸
造

工
業
㈿ 

静
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
用
品
商
業
㈿ 

静
岡
県
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
事
業
㈿ 

静
岡
県
茶
商
工
業
㈿ 

静
岡
県
鐵
構
工
業
㈿ 

静
岡
県
塗
装
看
板
業
㈿ 

静
岡
県
内
外
広
葉
樹
㈿ 

静
岡
県
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト

（工） 

静
岡
県
パ
ン
工
業
㈿ 

静
岡
県
引
越
専
門

㈿ 

静
岡
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈿ 

静
岡
県
物
流
ネ
ッ
ト
㈿ 

静
岡
県
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス（
商
工
） 

静
岡
県
遊
技
業
㈿ 

静
岡
県

溶
接
工
業
㈿ 

静
岡
市
水
産
物
商
業
㈿ 

静
岡
商
工
福
祉
事
業

㈿ 

静
岡
人
材
育
成
事
業
㈿ 

静
岡
青
果
物
商
業
㈿ 

静
岡
葬

祭
業
㈿ 

静
岡
大
工
建
築
業
㈿ 

静
岡
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
㈿ 

志
太
鉄
工
機
械
工
業
㈿ 

志
太
東
部
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
協
業
） 

清
水
港
共
同
倉
庫
事
業
㈿ 

清
水
鉄
工
機
械
工
業
㈿ 

中
央

金
属
工
業
㈿ 

中
部
重
機
㈿ 

中
駿
商
工
業
㈿ 

永
田
エ
キ
ス

パ
ー
ト
㈿ 

日
新
㈿ 

藤
枝
市
茶
商
工
業
㈿ 

焼
津
蒲
鉾
商
工

業
㈿ 

㈿
浜
松
技
術
工
業
団
地 

ス
ズ
キ
協
力
㈿ 

㈽
浜
名
湖

え
る
だ
ー
ク
ラ
ブ 

㈿
ガ
ス
エ
ア
コ
ン
静
岡
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト 

㈿
中
遠
海
外
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー 

㈿
浜
松
卸
商
セ
ン

タ
ー 

㈿
山
梨
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ 

㈿
ア
ク
ア
テ
ク
ロ
ッ

プ 

㈿
テ
ク
ニ
カ
ル
パ
ー
ク
湖
西 

㈿
都
田
テ
ク
ノ
パ
ー
ク 

Ｉ
Ｔ
は
ま
な
こ
㈿ 

磐
田
さ
ぎ
さ
か
工
業
団
地
㈿ 

磐
田
地
区

貨
物
運
送
㈿ 

遠
州
織
物
工
業
㈿ 

掛
川
工
業
団
地
㈿ 

掛
川

電
気
工
業
㈿ 

湖
西
金
属
工
業
㈿ 

静
岡
県
織
物
染
色
㈿ 

静

岡
県
西
部
商
工
㈿ 

大
東
工
業
団
地
㈿ 

天
龍
社
織
物
工
業
㈿ 

日
本
超
硬
刃
物
㈿ 

浜
松
機
械
工
具
商
㈿ 

浜
松
西
テ
ク
ノ
㈿ 

浜
松
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈿ 

福
田
工
業
団
地
㈿

【
特
別
会
員 

関
係
団
体
他
】

静
岡
県
畳
適
格
組
合
連
合
会 

㈳
静
岡
建
設
業
協
会 

静
岡
県

中
小
企
業
団
地
協
議
会 

静
岡
県
中
小
企
業
組
合
士
会 

静
岡

県
青
年
中
央
会 

静
岡
県
東
部
青
年
中
央
会 

静
岡
県
中
部
青

年
中
央
会 

静
岡
県
清
水
青
年
中
央
会 

静
岡
県
西
部
青
年
中

央
会 

学
校
法
人
駿
河
学
院 

日
産
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
静
岡
販

売
㈱ 

野
原
㈱ 

鈴
春
工
業
㈱ 

静
岡
醤
油
㈾ 

中
村
建
設
㈱ 

㈱

朝
日
メ
デ
ィ
ア
ブ
レ
ー
ン 

㈱
ユ
ニ
テ
ッ
ク 

㈱
損
害
保
険

ジ
ャ
パ
ン 

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱ 

静
鉄
保
険
サ
ー
ビ

ス
㈱ 

日
興
通
信
㈱ 

日
立
電
子
サ
ー
ビ
ス
㈱

T O IP C S

▲組合関係者らが一堂に会し決意を新たにした。
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　前月に反し、主要三指標とも低下した。特に、政
策効果の息切れ等により、製造業における売上高の
減少が顕著となっている。また、資金需要の高い時
期にも関わらず、資金繰りの悪化報告が多数あり、
今後の影響に不安が広がる。非製造業における好転、
製造業における雇用人員、業界の景況における好転
回答はなく、厳しい状況が続く。

　　　　　　 ・・・ 対象17業種より抜粋
［ 窯業・土石製品 ］ 
　過去10年で12月の出荷が最低を記録。₃月末をもって₁工
場閉鎖予定。

［ 紙・紙加工品 ］
　再生紙の原料になる古紙が値上がり。再生トイレ紙は値上が
りしないので、採算が合っていない。

［ 印刷 ］ 
　大企業のなりふり構わない価格競争が、中小企業にも影響を
及ぼしている。

［ 情報サービス業 ］
　FA系の自動車関連における組込ソフト需要の減少により、
倒産や廃業をするIT企業が増えているとの情報がある。

［ 運輸業 ］
　年末需要により運送量は増えたが、軽油価格は引き続き上昇
しており、収益状況は悪化している

概　況

業界の声

DI値の推移

景況ウォッチ （22年12月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

事
務
局

組合活性化情報

※DI値＝［（増加・好転組合数−減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

H22.11 H22.12

-27.6

-13.1

-27.6

-23.0

-44.9

-27.6

-2.6

-15.0

-42.5

‑36.8

‑18.1

‑23.0

‑16.1

‑46.0

‑32.2

‑5.1

‑17.3

‑46.0

H22.11 H22.12

-9.2

-5.0

4.6

6.9

-1.1

-4.6

-2.5

-2.3

-3.5

＋0.1以上･･･　　  ± 0.0･･･　　  〜 −20.0･･･　　  −20.0 〜･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

自
動
車
部
品
や
電
器
関
連
の
製
造
業

が
集
積
す
る
湖
西
市
。そ
の
”も
の
づ
く

り
の
ま
ち”

に
本
社
を
置
く
大
手
自
動
車

部
品
メ
ー
カ
ー
に
三
八
年
間
勤
務
し
た
。

「
新
設
備
の
立
ち
上
げ
や
ア
メ
リ
カ

で
開
か
れ
る
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
の
企
画

運
営
、協
力
業
者
の
取
り
ま
と
め
な
ど

い
ろ
い
ろ
と
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」。

こ
の
間
、一
二
年
に
わ
た
り
労
組
に

専
従
。地
区
長
や
委
員
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
す
る
な
ど
、経
歴
は
多
彩
だ
。

平
成
一
七
年
四
月
、定
年
を
機
に
組

合
事
務
局
入
り
し
た
。

「
前
事
務
局
長
が
職
場
の
先
輩
で
、後
任

に
、と
誘
わ
れ
た
。
”組
合”

と
聞
い
て
、

ま
ず
労
組
を
連
想
し
ま
し
た
」と
笑
う
。

湖
西
市
内
の
金
属
機
械
器
具
製
造
業

”人
づ
く
り
“を
組
合
で

ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
た
企
画
を
次
々
提
案

者
六
二
社
で
組
織
す
る
組
合
が
、力
を

注
ぐ
の
は
”人
づ
く
り”

。

「
組
合
員
の
従
業
員
数
は
、数
人
か
ら

二
五
〇
人
超
と
幅
広
い
が
、人
材
育
成
や

教
育
は
規
模
に
関
係
な
く
共
通
の
課
題
。

そ
こ
で
、教
育
研
修
の
仕
組
み
を
組
合
で

作
っ
た
ら
ど
う
か
と
提
案
し
ま
し
た
」。

こ
れ
を
受
け
、組
合
で
は
平
成
一
九
年

度
か
ら
、国
の
制
度
を
活
用
し
た
教
育

研
修
講
座
を
ス
タ
ー
ト
。組
合
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
だ
結
果
、三
年
間
で
四
〇

人
を
超
え
る
国
家
技
能
検
定
の
合
格
者

を
輩
出
。合
格
率
は
八
一
％
に
達
す
る
。

「
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
で
個
人
の

自
覚
と
自
信
に
つ
な
が
り
、職
場
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
モ
ラ
ル
も
高
ま
っ

て
き
た
」と
そ
の
効
果
に
目
を
細
め
る
。

国
の
助
成
事
業
を
終
え
た
昨
年
度
、

組
合
で
は
独
自
の
助
成
制
度
を
設
け
た
。

「
国
の
事
業
が
終
了
し
て
お
し
ま
い
、

で
は
な
く
、組
合
員
の
ニ
ー
ズ
を
研
修
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
た
企
画
を
ど

ん
ど
ん
提
案
し
て
い
き
た
い
」と
意
欲
は

衰
え
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。

「
何
か
の
役
に
立
て
ば
」と
業
務
の
合

間
を
縫
い
、四
〇
年
近
い
歴
史
を
も
つ
組

合
の
過
去
の
資
料
を
整
然
と
ま
と
め
る
。

「
い
き
な
り
全
て
を
や
ろ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
る
こ

と
が
大
切
。
”継
続
こ
そ
力”

で
す
」。

休
日
は
家
庭
菜
園
で
野
菜
づ
く
り
。

「
に
ん
に
く
、ほ
う
れ
ん
草
、白
菜
、玉

ね
ぎ
と
”少
量
多
品
種”

が
特
徴
。野
菜

は
手
間
を
か
け
る
ほ
ど
育
つ
。人
づ
く

り
と
似
て
い
ま
す
ね
」。

湖西金属工業協同組合

嶋 秀介事務局長
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誰
も
が
安
心
安
全
に
使
え
る
チ
ッ
プ
ソ
ー
を

雨
量
が
多
く
雑
草
の
生
育
が
早
い
日
本
で
は
、

刈
払
い
機
は
農
作
業
の
必
需
品
。手
軽
に
使
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、農
業
者
だ
け
で
は
な
く
事
業
所

や
一
般
家
庭
に
も
普
及
し
、年
間
出
荷
台
数
は
八

〇
万
台
に
達
す
る
。そ
の
一
方
、扱
い
を
誤
る
と
重

大
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
多
い
。

こ
う
し
た
危
険
を
減
ら
し
、誰
も
が
安
心
安
全

に
使
え
る
刈
払
い
用
チ
ッ
プ
ソ
ー
を
開
発
し
た
の

が
磐
田
市
の
㈱
ト
リ
ガ
ー
だ
。

昭
和
六
一
年
の
設
立
以
来
、メ
ー
カ
ー
の
委
託
加

工
を
中
心
に
電
動
工
具
用
チ
ッ
プ
ソ
ー
の
製
造
を

手
が
け
て
き
た
同
社
が
独
自
商
品
の
開
発
に
踏
み

切
っ
た
背
景
に
は
、大
き
な
危
機
感
が
あ
っ
た
。

「
中
国
製
を
は
じ
め
安
価
な
輸
入
品
の
流
入
で

低
価
格
化
が
進
み
、こ
の
ま
ま
で
は
先
細
る
だ
け
。

価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
、付
加
価
値
の
高

い
商
品
を
是
が
非
で
も
開
発
し
た
か
っ
た
」と
開
発

実
務
を
担
っ
た
浅
田
仁
彦
専
務
取
締
役
は
語
る
。

開
発
の
ヒ
ン
ト
は
偶
然
、浅
田
専
務
の
目
に

の
問
題
も
解
消
し
た
。低
速
回
転
で
振
動
も
少
な

い
の
で
、女
性
や
高
齢
者
も
安
心
し
て
使
え
る
。

こ
れ
ら
多
く
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、特
許
申
請
中
。

ま
た
、今
年
度
の
”グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
し
ず
お
か”

を
受
賞
す
る
な
ど
、デ
ザ
イ
ン
性
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
軽
量
化
、安
全
性
を

一
方
、課
題
に
挙
げ
る
の
は
、輸
入
品
の
約
三
倍

す
る
価
格
と
軽
量
化
、そ
し
て
販
路
の
開
拓
だ
。

「
安
全
性
と
耐
久
性
で
比
べ
れ
ば
、決
し
て
高

く
は
な
い
は
ず
。し
か
し
、ま
だ
ま
だ
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
の
余
地
は
多
い
。ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、よ
り
い
っ
そ
う
安
全
性
の
確
保
や

軽
量
化
も
進
め
て
い
き
た
い
」と
さ
ら
な
る
”進

化”

を
目
指
す
。

「
Ｊ
Ａ
や
農
機
具
メ
ー
カ
ー
に
加
え
、道
路
サ
ー

ビ
ス
業
や
Ｊ
Ｒ
、河
川
管
理
者
な
ど
農
業
用
途
以

外
の
販
路
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。ま
た
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
通
じ
、エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に

直
接
、安
心
安
全
な
製
品
を
届
け
た
い
」と
待
望

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
誕
生
で
、販
売
体
制
の
強

化
に
全
社
を
挙
げ
て
取
り
組
む
考
え
だ
。

入
っ
た
新
聞
記
事
で
あ
る
。

「
農
作
業
中
の
傷
害
共
済
支
払
い
事
故
で
も
っ

と
も
多
い
の
は
、刈
払
い
機
に
よ
る
も
の
。発
生
件

数
も
全
て
の
都
道
府
県
で
草
刈
り
作
業
が
最
多
と

い
う
内
容
で
し
た
。当
社
は
年
間
二
五
万
枚
も
の

草
刈
用
チ
ッ
プ
ソ
ー
を
製
造
し
な
が
ら
、メ
ー
カ
ー

か
ら
依
頼
さ
れ
た
も
の
を
つ
く
る
だ
け
。使
う
側

の
実
情
は
ほ
と
ん
ど
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
」。

使
い
手
の
立
場
に
立
っ
た
商
品
目
指
し

”下
請
け
体
質”

か
ら
抜
け
出
し
、使
い
手
の
立

場
に
立
っ
た
も
の
づ
く
り
を
目
指
し
、詳
細
な
事

故
内
容
や
原
因
の
調
査
が
始
ま
っ
た
。

事
故
の
七
割
以
上
が
六
〇
歳
以
上
、作
業
効
率

の
低
下
な
ど
を
理
由
に
顔
の
防
護
を
怠
っ
た
り
、

飛
散
防
止
カ
バ
ー
を
取
り
外
す
作
業
者
が
半
数

以
上
に
上
る
、エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
絡
ん
だ

草
を
取
り
除
く
…
な
ど
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
洗
い
出

し
、丹
念
に
解
決
策
を
探
っ
た
。

異
物
の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
、成
形
が
難
し
い
と

さ
れ
る
炭
素
鋼
を
冷
間
成
形
し
、刃
先
が
接
地
し

な
い
よ
う
な
形
状
と
す
る
こ
と
に
成
功
。あ
わ
せ

て
刃
先
の
平
坦
度
も
確
保
し
た
。強
度
も
大
幅
に

ア
ッ
プ
。磨
耗
や
欠
損
が
減
り
、鋭
利
な
状
態
を
長

く
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

回
転
軸
シ
ャ
フ
ト
に
草
が
巻
き
つ
き
回
転
が
止

ま
ら
な
い
よ
う
に
、チ
ッ
プ
ソ
ー
に
カ
ッ
プ
を
装

着
し
た
タ
イ
プ
も
開
発
し
た
。

カ
ッ
プ
は
、ス
テ
ン
レ
ス･

ビ
ス
で
強
固
に
固
着
。

従
来
品
で
見
ら
れ
た
作
業
中
に
シ
ャ
フ
ト
か
ら

チ
ッ
プ
ソ
ー
が
外
れ
た
り
、高
速
で
た
わ
む
な
ど

t 

使
い
手
の
立
場
に
立
ち
、
様
々
な
工
夫
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が

施
さ
れ
て
い
る

草が絡まない 異物の飛散防止 簡単に刃物取替え
誰でも使える安心安全な
刈払いチップソー誕生

株式会社トリガー（磐田市）

所在地：〒438-0004 磐田市匂坂中1600-22
ＴＥＬ：0538-38-1201
ＦＡＸ：0538-38-1577
ＵＲＬ：http://www.trigger-inc.jp/
代表者：宮崎 力
所　属：磐田さぎさか工業団地協同組合

▼ 新商品（写真向って左）を手にする浅田専務
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── 中小企業の将来　若手経営者のこれから ──

我が国における中小企業の数は、約430万社。
日本の企業数の99.7%、約7割の方々が中小企業
で働いている。中小企業の数は年々減少の一途を
辿っており、その要因として、バブル景気以降の
長引く景気の低迷が大きな要因として考えられ
るが、後継者不足により廃業に追い込まれている
ケースも少なくない。中小企業の多くは、家族を中
心とした小規模な人員で事業を営んでいることも
多く、親からしてみれば、「息子には大変で苦労す
る作業はさせたくない」、息子からすると、「親父の
ような苦労はしたくない」、「別の業界で働いてみ
たい」と跡を継がないケースも見受けられる。

中小企業は現場作業を中心とした職種が多く、
若者に敬遠されがちであり、その傾向は今も根強
い。しかし、そのような傾向にも若干変化が生まれ
ているようである。
昨年、伊豆地域の水道工事業者の組合設立の指
導をした際に、組合員である経営者の方々と業界
の動向について話を伺う機会があった。　
水道工事業といえば、現場作業も多く、酸欠事故
など危険と隣り合わせの作業も多い業種であり、
後継者不足に悩まされている業種でもある。しか
し、ここ数年で後継者が入社し、共に働いていると
いう企業が組合員の中にも相次いでいるという。
水は我々の市民生活に欠くことができない、い
わゆるライフラインであり、漏水事故などが発生

し、水道の蛇口から水が出ないという状況に陥る
と、我々の生活に及ぼす影響は計り知れないもの
がある。その難題を解決するのがこの業種であり、
社会的な貢献度が非常に高い業種でもある。この
やりがいを求め、跡を継ぐ若者が増加傾向にある
という。

業界には業界独特の悩みや苦労があり、後継者
には後継者なりの悩みや苦労もある。そのような
悩みや苦労を一人で抱えるより、仲間と分かち合
うことにより解決に導くこともある。
そこで、組合青年部未組織の組合には、次世代の
経営者育成のために組合青年部の立ち上げをお勧
めしたい。
次世代を担う若者同士が集まり、青年部を組織
することにより、日々の情報交換とともに、志を同
じにする若者同士が、若い頃から業界の将来を考
える良いきっかけとなり、経営者としての資質の
向上が図られることが期待できる。
また、本会では青年部指導の柱として組合青年
部で組織する青年中央会を通じての青年部指導も
行っている。静岡県下に東部青年中央会、中部青年
中央会、清水青年中央会、西部青年中央会の各青年
中央会があり、若手経営者・後継者の資質の向上を
目的とした研修事業や交流事業など、各地域の特
色を活かした活動を行っている。
各青年中央会とも40周年を迎え、また新たな一
歩を歩み始めている。組合青年部・青年中央会に関
するご相談は本会までご連絡下さい。	 （菊池）

企業数減少の要因とは

組合青年部の活用を

若者の意識の変化･･･やりがいを求めて
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■参　加　費　無料
■お申込方法
氏名（フリガナ）、住所、電話番号、会社名／団体
名、展示・交流会参加希望の有無、メールアドレ
ス、件名：「産学共同研究成果発表会の申込」とし、

FAX又はメールにてお送りください。
■お申込・お問合せ先

B-nest 静岡市産学交流センター
TEL：054-275-1655　FAX：054-275-1656

e-mail：info@b-nest.jp　HP：www.b-nest.jp
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■目　的
　静岡県内の各分野の青年代表が、中国共産主義
青年団（以下、共青団）の幹部との交流を通して、信
頼関係を高め、相互に人脈形成や情報交換を行う
ことにより、地域外交の担い手として活躍する人
材を養成する
■平成23年度事業概要

（1）応募資格
中国に関心があり、日中の架け橋として相互
の発展をめざし、社会参画する志を持った20
歳から概ね35歳までの青年。

（2）募集人数 ：30名
＜参考＞中国浙江省側　30名　※共青団幹部

（3）講座内容（予定）
○ 現地交流（浙江省）／₇泊₈日　₁回

中国事情情報交換会、企業・教育福祉施設研修、
ホームステイなど

○ 現地交流（静岡県）／₃泊₄日　₁回
県内企業視察、ホームステイなど

☆  浙江省と静岡県の現地交流にて、同じ共青団
幹部との₂度の交流を行うことでより強い繋
がりを築くことができます。

☆  事業実現のため、次年度の企画立案を行って
いる青年もいます。
・ 中国訪問により、発展著しい中国の現状を触れ、中国の

企業組織や教育事情などを知ることによって、日本や中
国における社会参画に向けた新たな知識や知恵を得る。

・ 中国青年と直接意見交換をする機会を提供することに
より、日中両国をフィールドに、青年が積極的に社会に
かかわり、動かしてゆくための議論を行う。

・ 中国青年との相互交流を実現することにより、日中の青年
が双方の文化体験を共有し、相互理解と信頼関係を深める。

○ 事前・事後ガイダンス　４回
ファシリテーション講座、問題解決手法講座、
中国進出セミナー等
　中国青年との交流をより効果的なものにするために、
議論や合意形成、問題解決、ビジョンづくり等を可能に
するためのコミュニケーションスキルを磨くとともに、
仲間づくりや、社会参画するための知識や技術を学ぶ。

○ 全体日程（予定）
＜期間＞平成23年７月～平成23年12月
＜講座＞
第₁回：オリエンテーション

第₂回： ファシリテーション講座、渡航ガイダンス
現地交流（浙江省）
第₃回：問題解決手法講座
現地交流（静岡県）
第₄回：中国進出セミナー、まとめ

（4）その他
中国浙江省へ渡航する経費等については、受
講生自己負担（12万円程度）となります。

■お問合せ
県教育委員会社会教育課　TEL：054-221-3312

　静岡市産学交流センターでは、地域の産業が抱え
る身近な課題について、大学と企業とが共同で取り
組む「地域課題に係る産学共同研究」の委託事業を
公募、平成22年₇月より₈ヶ月をかけて研究を行っ
て来ました。この研究成果を広く活用していただく
ために、このたび成果発表会を開催いたします。静
岡市地域のビジネスに深く係った研究テーマばか
りです。多くの皆様のご来場をお待ちしております。
《開催内容》
【第₁部】成果発表会　13：30 ～ 16：50

開会の挨拶
⃝『やぶ北茶を利用した新機能食品の開発』
⃝『米ペーストを用いた

新食感の魚肉練り製品の開発と商品化』
⃝『静岡におけるエリアワンセグを活用した

デジタルサイネージの効果調査』
⃝『21世紀型　新静岡流通センター構想』
⃝『高機能を有する履物類の商品開発』
⃝『マイクロバブルとオゾンを利用した

新しい野菜洗浄・殺菌装置の開発』
【第₂部】展示・交流会　16：50 ～ 18：00

産学共同研究から生まれた開発品の展示（一部
試食あり）と交流会で、関係者との情報交換と
交流に、ぜひご参加ください。

《開催概要》
■日　時　平成23年₃月16日㈬　13：30 ～ 18：00
■会　場　
静岡市産学交流センター₆階プレゼンテーションルーム

（〒420-0857 静岡市葵区御幸町₃-21ぺガサート6Ｆ）
■募集人員　100名（先着順、参加証は発行しません）

～静岡県と浙江省の架け橋に～
日中青年代表交流発展事業

産学共同研究成果発表会～地域の課題を解決する～
開催のお知らせ
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『エコアクション２１』認証を取得！
〜３０年の時を経て新たな組合の挑戦〜

く み あ い 百 景

で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
』
と
い
う
漠

然
で
は
あ
る
が
、
不
思
議
と
使
命
感
が

湧
い
て
、
胸
が
高
鳴
っ
た
」。

す
ぐ
さ
ま
、
英
文
と
専
門
用
語
が
並

ぶ
、
当
時
で
は
珍
し
か
っ
た
専
門
書
を

取
り
寄
せ
、
猛
勉
強
が
始
ま
っ
た
。
こ

の
経
験
が
、
後
の
組
合
の
環
境
活
動
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。

自
動
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
製
造
を
主

事
業
と
す
る
、
㈱
小
糸
製
作
所
の
協
力

企
業
で
構
成
さ
れ
る
当
組
合
。

平
成
二
一
年
、
設
立
三
〇
周
年
を
迎

え
た
組
合
が
、
設
立
当
初
か
ら
注
力
し

て
い
る
事
業
が
「
共
同
納
品
事
業
」
で

あ
る
。「
必
要
な
モ
ノ
を
、必
要
な
時
に
、

必
要
な
量
だ
け
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「
カ
ン
バ
ン
方
式
」
の
流
通
シ
ス
テ
ム

を
支
え
る
重
要
な
共
同
事
業
だ
。

そ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
静

岡
市
清
水
区
に
あ
る
組
合
事
務
所
を
兼

ね
る
物
流
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

平
成
九
年
に
竣
工
さ
れ
た
こ
の
物
流

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
は
、
国
・
県
の
制

度
融
資
で
あ
る
高
度
化
資
金
が
活
用
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、
当
時
の
「
中
小
企
業
物
流
効

率
化
促
進
事
業
」
と
し
て
国
内
の
製
造

業
で
は
初
め
て
認
定
さ
れ
、
無
利
息
で

の
融
資
を
実
現
し
た
。

平
成
九
年
一
二
月
、
京
都
市
で
地
球

温
暖
化
防
止
京
都
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。 

こ
の
会
議
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
の
が
、

京
都
議
定
書
で
あ
り
、
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ２

を
は
じ
め
と
し
た

温
室
効
果
ガ
ス
の
先
進
国
に
お
け
る
排

出
削
減
の
目
標
値
が
設
定
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地

球
温
暖
化
防
止
へ
の
関
心
は
一
気
に
高

ま
り
、
今
日
ま
で
世
界
各
地
で
様
々
な

研
究
や
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
会
議
の
最
中
、
仕
事
で
京
都
に

滞
在
し
て
い
た
の
が
、
当
組
合
の
水
野

一
保
理
事
長
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
偶
然

目
に
留
ま
っ
た
の
が
こ
の
会
議
の
Ｐ
Ｒ

ポ
ス
タ
ー
だ
っ
た
。

「
緑
に
囲
ま
れ
た
こ
の
会
議
の
会
場
を

眺
め
て
い
る
と
、『
地
球
環
境
の
為
に
、

自
動
車
部
品
製
造
に
携
わ
る
自
分
が
、

物
流
効
率
化
が
目
指
す
も
の
は
、
車

両
台
数
、
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
、
在
庫

低
減
等
、
多
岐
に
わ
た
る
。

「
目
に
は
見
え
な
い
が
、
車
両
を
減

ら
す
こ
と
に
よ
り
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
も
削
減
し
た
。
環
境
活
動
に
は
、

自
然
と
縁
が
深
い
ん
だ
よ
」。

長
い
歴
史
を
も
つ
組
合
に
は
、
先
見

性
や
社
会
的
貢
献
が
切
っ
て
も
切
り
離

せ
な
い
が
、
当
組
合
も
例
外
で
は
な
い
。

平
成
一
八
年
か
ら
理
事
長
を
務
め
る

水
野
氏
は
、
自
身
が
学
ん
だ
経
験
を
基

に
、
組
合
と
し
て
取
り
組
め
る
環
境
活

動
を
模
索
し
て
い
た
。

そ
ん
な
矢
先
、
中
央
会
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
㈳
静
岡
県
環
境
資
源
協
会
か
ら
紹

介
が
あ
っ
た
の
が
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

21
（
Ｅ
Ａ
21
）」
制
度
だ
。

Ｅ
Ａ
21
は
、
事
業
者
が
環
境
活
動
に

対
す
る
目
標
を
持
ち
、
行
動
す
る
シ
ス

き
っ
か
け
は
京
都
会
議

共
同
納
品
で
物
流
を
効
率
化

住　所	 〒424-0061
　　　　静岡市清水区大内256番地の1
理事長	 水野一保
組合員	 74社
設　立	 昭和55年4月4日
T E L 	 054-348-2533
F A X 	 054-348-2551
U R L 	 http://www.siz-sba.or.jp/koitokyo/

▲�物流効率化事業によりコストを1／3以上削減。
1日60台を超えるトラックが行きし、巷の不
況がウソのよう…

協同組合小糸製作所協力会

▲�EA21は、ISOに比べ費用面でも中小企業
向き。効果は、職場に限らず家庭にも広がる

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取
得
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現
在
ま
で
、
組
合
員
一
二
社
が
Ｅ
Ａ

21
の
認
証
を
取
得
。
物
流
セ
ン
タ
ー
随

所
に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
る
。

三
〇
年
間
の
組
合
活
動
を
振
り
返
っ

て
水
野
理
事
長
は
、「
組
合
員
同
士
、

ぶ
つ
か
り
合
っ
て
、
丸
く
な
っ
た
」
と

語
る
。
先
の
高
度
化
資
金
も
今
年
、
完

済
を
迎
え
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
だ
。

し
か
し
、
自
動
車
業
界
の
大
き
な
変

革
期
を
迎
え
、
組
合
に
課
さ
れ
る
使
命

は
さ
ら
に
重
大
だ
。
い
ち
早
く
環
境
問

題
に
対
応
し
て
き
た
当
組
合
。
今
後
も

”ぶ
つ
か
り
合
い”

な
が
ら
も
、
確
か

な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

「
組
合
の
認
証
取
得
は
、
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
す
ぎ
な
い
。
Ｅ
Ａ
21
の
認
証
取

得
を
、
も
っ
と
も
っ
と
組
合
員
に
拡
大

し
て
い
き
た
い
！
」

温
厚
な
瞳
の
奥
に
、
熱
い
決
意
を
感

じ
た
。

テ
ム
を
、
環
境
省
が
策
定
し
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
評
価
、
認
証
す
る

制
度
で
あ
る
。

昨
年
末
現
在
、
全
国
で
の
認
証
は
五 

八
〇
〇
件
を
超
え
、
そ
の
認
知
度
、
必

要
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

静
岡
県
は
、
当
制
度
の
先
進
県
で
あ
り
、

そ
の
取
得
件
数
は
、
全
国
で
二
番
目
に

多
く
、
七
〇
〇
件
を
超
え
て
い
る
。

当
組
合
は
、
平
成
二
二
年
一
月
、
水

野
理
事
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
Ｅ
Ａ
21
の
認
証
を
取
得
し
た
。

協
同
組
合
で
の
取
得
は
数
少
な
く
、
県

内
で
五
番
目
。
特
筆
す
べ
き
は
、
組
合

で
の
認
証
取
得
と
併
せ
て
、
組
合
員
事

業
所
も
そ
れ
ぞ
れ
認
証
の
取
得
を
行
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

「
廃
棄
物
や
排
水
量
等
の
削
減
目
標
を

定
め
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
。

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
従
業
員
一
人
一

人
の
意
識
が
、
確
実
に
変
わ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
実
感
で
き
た
こ
と
の
方
が
成

果
は
大
き
い
」。

整
理
整
頓
、
ゴ
ミ
の
分
別
、
節
電
、

節
水
…
職
場
で
の
意
識
付
け
が
、
家
庭

生
活
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と

の
声
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
小
さ
な
力
で
も
、
集
ま
れ
ば
大
き
な

力
に
な
る
。
個
々
の
意
識
を
変
え
る
こ

と
が
、
地
球
環
境
と
言
う
大
き
な
テ
ー

マ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
」。

組合活性化情報

今
ま
で
の
、こ
れ
か
ら
の
三
〇
年

▲�かつては青年部「JUFOO」（ユーホー会）
の会長も務めた水野一保理事長。
　�名前の由来は、オーバー・ザ・オヤジ！（親
父を超えよう）
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読者プラザ

私の会社では昨年、一番の主力商品である、いわ
し削りぶしのパッケージデザインを変更しました。
いわし削りぶしとは、原料のいわし煮干の頭を一
匹一匹取り除き、水分調整をして再び天日に干して
から、薄くふわふわになる様に削ったもので、他の
削り節と比べても、非常に手間暇と経験を必要とす
るものです。
栄養も豊富で、味もしっかりしていて、鰹節にも
負けない位の商品だと思っています。
しかし、認知度はまだまだ低く、世代や場所が変
わると、なかなか売れづらいのが現状です。
パッケージの変更により、和風でありながら現代
風に、中身の良さを表現する事など、思い通りの良
いパッケージに仕上がりました。
今後も、周りの人達の教えや協力を大事にして、

目標に向かって一歩一歩進んでいきます。

パッケージデザイン
変更で新たな展開を
静岡県清水青年中央会

水谷昌平
蒲原桜海老商業協同組合青年部

●	発行人	／	静岡県中小企業団体中央会	〒420-0853	静岡市葵区追手町44-1	 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
	 	 	 東部事務所	 〒410-0881	沼津市八幡町7番1号	 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
	 	 	 西部事務所	 〒430-0929	浜松市中区中央1丁目17-19	TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
●	中央会ホームページ	http://www.siz-sba.or.jp/	●E-mailアドレス	joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
2月号（通巻687号）

新設組合紹介

組合員は、半世紀以上前から、遠洋漁業基地“焼
津”を支えてきたカツオやマグロの遠洋漁業者12
社。いずれも静岡県鰹鮪漁業協同組合の組合員と
して長年の活動実績をもち、5年前に同組合が解散
した後も“静岡かつお･まぐろ漁業者協会”を立ち上
げ、カツオ･マグロ漁業の発展のため活動を続けて
きた。
こうした中、年を追うごとに厳しさを増す漁業環
境を乗り切るためには、漁業経営に直結する経済事
業や漁船の安全操業に必要な指導事業、さらには関
係機関との交渉を積極的に行う組織体制が不可欠
と判断。法人化に踏み切った。
組合では、組合員が必要とする漁船用燃油の共同
購入や漁船保険の斡旋業務や事務代行、漁船の安全
操業に必要な各種講習会の開催、さらに関係機関と
協調した団体交渉事業など、組合員事業に直結した
事業を展開。組合員の事業活動を強力に補完すると
ともに、同業者組織との結束力をより強固なものに
していく考えだ。

厳しさ増す漁業環境を
組織の力で乗り切る
静岡かつお・まぐろ協同組合
焼津市

西川徳市理事長　

今月号のビジネスレポートで紹介した㈿小
笠総合住建は、地域の重要文化財である“代官屋
敷”の保存修復工事を通じ、組合の求心力を高め
た技術者集団だ。
改修工事は、文化財の保存を専門に手がける
団体の指導に基づいて行い、自らの判断による
施工は“ご法度”。一つひとつの工程ごと、綿密な
打ち合わせを重ね、その先に進む。
そんな張り詰めた日々を重ねるうちに｢組合員

にある変化が｣と陣頭指揮を執った鷲山理事長。
怠りがちだった大工道具の手入れが、自発的
に日々行われるようになり、組合員の道具は常
にピカピカに。道具の輝きは、目の輝きにつな
がった、と言う。
｢本来はそれが当たり前。だが、慣れや忙しさ
から、いつの間にか疎かになっていた。“初心と
は何か”をこの仕事を通じて教えてもらった｣。
重いことばである。	 （住川）
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